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収入
24億8,648万
5千円

支出
21億3,315万
７千円

水道料金水道料金
18億4,230万5千円

(74.1%)
18億4,230万5千円

(74.1%)

長期前受金戻入
1億1,520万7千円

(4.6%)

水道利用加入金
3億3,678万7千円 
 (13.5%)

特別利益
1億7万8千円
(4.0%) その他の収入

 9,210万8千円
(3.7%)

企業債の利息
1億5,868万2千円

(7.4%)
県水受水費
7億3,230万2千円
（34.3%)

水を送るための
施設維持管理費
6億8,985万7千円

(32.3%)

　施設の減価償却費
及び資産減耗費
　5億5,231万
　6千円(25.9%)

 収入
2,856万
7千円

支出
14億1,796万
1千円

工事負担金工事負担金
2,584万8千円
(90.5%)

2,584万8千円
(90.5%)

消火栓の新設等
に係る他会計
負担金
261万9千円
(9.2%)

寄附金
10万円(0.4%)

企業債償還に
要した費用
3億5,189万
1千円
(24.8％）

その他の費用
　　9,235万7千円　　

(6.5%)

導・配水管の耐震化や
老朽管の布設替などに
要した費用

9億7,371万3千円
 　(68.7%)

月別給水量
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水道事業の会計は、事業経営に伴う収益的収支と、施設の改良事業
に要する資本的収支から構成されています。
平成２６年度における収益的収支の収入額は２４億８，６４８万４，６２５円、支
出額は２１億３，３１５万６，６１３円となりました。
また、資本的収支の収入額は２，８５６万７，４３２円、支出額は１４億１，７９６
万１，３６５円となりました。

問／水道経営課 ☎４６２―３３６６

●収益的収支（事業経営に伴う収入と支出） ＊端数処理のため、合計が１００％になりません。

収益的収入は、その約
８７．６％が水道料金と水道利
用加入金で占められていま
す。
また、支出は、その３４．３％
を県水受水費が占め、その
ほか職員給与費や委託料を
含めた維持管理費、施設の
減価償却費などとなってい
ます。
１㎥の水を皆さんにお届けするための供給単価は税込で１３４円３４銭でした。これに対し給水原価は１５２円８３銭で、１８
円４９銭の逆ざやになりましたが、これについては、水道利用加入金などの収入で補っています。

●資本的収支（施設の改良事業に要する収入と支出） ＊端数処理のため、合計が１００％になりません。

資本的収入は、下水道工事に伴う
きりまわ

配水管切廻し工事に要した費用など
の負担金となっています。
また、支出は、配水管などの耐震
化工事や、企業債の償還などとなっ
ています。
資本的収支による差引不足額につ
いては、積立金や損益勘定留保資金
（収益的支出の現金支出を伴わない
資金）などで補てんしました。

●水道事業経営
�公営企業
水道事業は独立採算制で運営しています。事業経営に必
要な費用は、市民の皆さんからいただく水道料金などの事
業収入によって賄われています。
�効率的経営
給水収益が伸び悩んでいますが、各種電算システムの活
用や検針・収納等の業務を民間委託するなど効率的な事業
経営に努めています。
�安全な水を安定して供給するために
毎月水質検査を実施するとともに、災害等の緊急事態に
も対応できるよう施設の整備事業を計画的に進めています。

◆お願い
住宅の新築・建て替え等で給水装置を設置する場合は、水道部に申し込みの手続きが必要です。詳しくは、水道部
水道施設課（�４６３―８６９９）または最寄りの朝霞市指定給水装置工事事業者へお問い合わせください。

問…問い合わせ

平成２６年度
水道事業会計決算概要

平成２６年度
水道事業会計決算概要

平成２６年度
水道事業会計決算概要

給水人口 １３万４，７０９人
給水普及率 １００．０％
年間総給水量 １，５２６万４，９６１㎥
１日最大給水量 ４万４，６９６㎥
１日平均給水量 ４万１，８２２㎥

（平成２７年３月３１日現在）


